
◎国営事業事後評価「宮川用水第二期地区」の基礎的な調査について

農林水産省では、農業農村整備事業等の効率性や事業実施過程の透明性の向上を図るため、
総事業費10億円以上、完了後概ね5年を経過した地区に対して事後評価を実施しています。

当事務所では、今年度8月末に評価結果が公表となる、国営かんがい排水事業「宮川用水第
二期地区」の基礎的な調査を担当し、事業実施による効用の発現状況について、統計データ
による地域分析、アンケートによる地元意向の把握、費用対効果の算定等を行い、さらに、
土地改良区や関係行政機関等との調整を行いながら調査を進めてきました。

ここでは、景観や生態系に配慮し整備した頭首工やため池について、費用対効果の算定の一
環として行った、一般住民の方へのアンケート調査結果をご紹介します。

粟生頭首工での下流放流工（魚道）整備の結果、アユ
の遡上数が増加し（グラフ参照）、また、押野池の遊歩
道はハイキングや散歩コースとして利用されています。

それらを踏まえた上で、地域住民1,000世帯に対し、
「景観や生態系等への配慮の取組を行った施設の維持や
、景観・生態系の保全活動を続けるための負担金を皆様
から集めるとしたら、あなたの世帯は年間いくら支払っ
てもよいと思われますか」と支払意思額を尋ねるアンケ
ート調査を実施しました。

その結果、409世帯より回答があり、その回答を分析
したところ、一世帯あたり年間の支払意思額は3,544円
となりました。

〔アンケート調査（ＣＶＭ：仮想市場法）結果〕

【国営かんがい排水事業「宮川用水第二期地区」】 （平成７～24年度）

三重県伊勢市外４町にまたがる約4,700ヘクタールの農地に水を送るため、昭和30年代に整備した
粟生（あお）頭首工や水路等を改修し、さらに、不足する農業用水を確保するため、ため池の整備など
の工事を行いました。

その際、粟生頭首工ではアユ等の魚が遡上できるように新たに下流放流工（魚道）の整備を、押野
（おしの）池では池周辺に遊歩道を整備するなど、生態系や景観に配慮した整備を行いました。

「粟生頭首工魚類等遡上調査」結果（農政局調べ）

注：結果は調査期間中の日平均遡上数

※調査期間：４月～７月のうち２～４日間
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老朽化した堤体を改修し、遊歩道を整備
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